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●リハビリ郡通信

●院内園去活動紹介

●lllっておきたしヽ病気の話～糖尿病～

●インフルエンザワクチンにつしヽて

●夢館敬老会

●着護部通信

・
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ウォークエイ ド (Walk aide:歩 行神経筋電気刺激療法)
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携脚期てかかとが浮いてから再び接地するまで)
≒躍の傾きが『後ろから散へ』斐化する

機能的電気束蠍 療法の一つで、主に片麻庫憲者さまの歩行能力改善を目的に使用

してしヽます。歩行中の下腿傾きをセンサーが感矢Bし、歩行中に適切なタイミング

で電気束」激を行える画期的な装置です。

高次脳機能ノヾランサー

③,幡戦_o
につ

〇
“う

在悩極 コ, 、" 4 ■, コ…“い〔…Ⅲ言= いヽ いインf “  … l Ⅲl

高次脳機能とは、人間が日常的に生活を円滑に過ごすためのさまざまな脳の

働きです。これらは互いに影響しあっておリミ脳機能のバランスを維持するに

は、多危的なアプローチが財要です。

手軽なトレーニングでこれらを総合的に改善できるよう開発されたのが 「高

次脳機能バランサー」です。高次脳機能障害のリハビリとしてだけでなく、脳

トレ、認知症予防としても日常的に楽しみながらご)舌用しヽただけます。



K■ticlんiein Cslrdiein
～院内での園芸活動の紹介～

仕立て

収暉物ゃ血緑

ぜ  KRchen Garden・ ・観賞と収穫の目的を兼ねる庭園   ど

平成27年 6月 より病院横 (夢館との間)の 畑で憲者様と一緒

に園芸を始めました。佐賀県の地域性として農家の力が多<、

入院憲者様の中にも病前に農家をしてしヽた力がしヽました。退院

後も今までしてしヽた畑作業をしたしヽ !1と 希望される憲者様も

おり、小さしヽ畑ですが入院中に園去を行うことで退院後の役

害」・楽しみにつなげていければと思しヽます。園芸をしてい<な

かで、憲者様の笑顔や今まで見せなかつた一面などもみること

ができています。歩けない力でもプランターを使い野菜や花な

どを植えることができます。

近<を 通られた際には、ぜひ火日のほうをのぞいてみて下さい。
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Kttchen Garden 代 表 作 業療法士 本 村 祐 介



『思いやり』感性をみがき

気づきの心で温もりあ

Nursing activities

こんにちは ! しヽつも笑顔の香護部です。

さて今回は、香護師のこの夏の活動をご報告いたします。

当院の香護師は、患者様の療養生活において、しヽかに快適に過ごしていただ<か 、日短勉強を重ね

てしヽます。そのため、学習会や研修等に参加し、自己研鑽に努めなければしヽけません。当院では、

快<送 り出してしヽただく体制であり、一生懸命がんばっています。

また当院は、香護学校などの実習施設も担っており、多くの学生さんが勉強に来てしヽます。

今回そんな学生さんたちを、しヽかにして指導し、充実した実習を行つていただくよう、未来の香護

師育成のため、香護協会が主催してしヽる佐賀県保健師助産師香護師実習指導者講習会に 2名 の香護

師が参加しヽたしました。目的は、『効果的な実習の指導を行うために、自己の香護観を再構築すると

ともに、香護基礎教育における実習につしヽて理解を深め、実習指導者としての基本的な姿勢づくり

をする』となつており、長期間の研修をクリアする財要があります。

研修の中では、実習指導の基礎であったり、自分の香護観を深めたり、効果的な実習の指導力法を

学習してしヽます。グループワークがあったり大変な研修ではありますが、無事に2人 とも 『修了証

書を受け取りました


